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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域包括ケア病棟の看護・介護を可視化するためにクリニカル・ダッシュ
ボードのプロトタイプを開発し、その適用方法について検討するものである。本研究では、入力負荷の少ない
IoTデバイスを用いたバイタルサインデータ等からダッシュボードに表示するKPI(Key Performance Indicator)
を表示することが妥当との結論に達した。このプロトタイプを関係学会等の場で報告し、より効率的で質の高い
ケアの実装に向けた提案を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a clinical dashboard prototype to 
visualize nursing care in integrated community care units, and to examine its application method. In
 this study, it was concluded that it is appropriate to display the KPI (Key Performance Indicator) 
displayed on the dashboard from vital sign data using IoT devices with low input workload. We 
reported this prototype at the relevant societies and made proposals for more efficient and 
high-quality implementation of care.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　地域包括ケア病棟は2014年に設けられた病棟区分であるため、同分野に特化した質指標やそのための医療情報
システムの研究はまだ数少ない。この領域で質の可視化を促進する手法が開発されることは、同病棟の有効活用
に資するものであり、もって地域包括ケアシステムの定着に寄与するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

2014年に診療報酬制度上の病棟区分として設けられた地域包括ケア病棟は、退院支援や慢性
疾患の急性増悪など幅広い患者像を受け入れる入院施設である。同病棟は、その幅広さゆえに、
看護や介護の質を評価しにくい一面がある。診療報酬制度上は同病棟の在院日数には上限が設
けられており、よって在宅移行や在宅復帰が目標であることは共通するが、何を満たせば在宅に
移行できるのかという移行条件は患者によって異なり、医療チーム内でこれを共有することは
容易でない。 
 よって、どのような KPI(Key Performance Indicator)を設定することが在宅移行につながる
のかというマイルストーン的なデータを特定するとともに、これらのデータを医療チーム内で
常に共有できるような情報基盤(いわゆるダッシュボード)を構築することが必要と考えた。 
 このダッシュボードについては、救急など急性期医療の現場では国内外で複数の事例が報告
されている。急性期の場合は、回復期や慢性期と比べて KPIを設定しやすいこと、KPIに繋が
るデータを電子カルテシステム等の医療情報システムから抽出しやすいことなどアドバンテー
ジがある。地域包括ケア病棟においては、前述のように KPIが特定しにくく、生活に関する KPI
は電子カルテシステムから抽出しにくいなどハードルが高い。それでも、これらの課題の克服を
目指すことは、地域包括ケア病棟における看護・介護ケアの質を高めるために不可欠と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、(1)地域包括ケア病棟における KPIが看護・介護職の短期的な意思決定に活用され
るメカニズムを解明するとともに、(2)これらの KPIを活用して看護・介護職に対し最適な業務
配分を支援する意思決定支援システムを構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、地域包括ケア病棟の看護職・介護職等が短期的意思決定に用いる情報の実態を把
握するため、研究協力者の所属病院から提供された看護記録の匿名化データを用いてテキスト
マイニングを実施し、看護・介護ケアのフォーカスを抽出した。このフォーカスに対して、どの
ように KPI を設定可能か検討した。特に既存の医療情報システムや、IoT デバイス等を用いて、
定量的なデータを抽出できるか検討した。これらのデータをダッシュボードとして組み合わせ、
そのプロトタイプを構築し提案した。 
 
４．研究成果 
 
 退院に関する看護記録のテキストマイニングを通じ
て、地域包括ケア病棟に入院する患者のフォーカスと
して、「痛み」や「腹部症状」などの症状が関係してい
ることが明らかになった（右図、瀬戸:日本リハビリテ
ーション看護学会学術大会集録 2016; 28:146 から一
部抜粋）。 
これらは主観に依存する面があるため IoT デバイス
等から直接的にデータ収集することには限界があるが、
例えば「痛みがあれば、ナースコールがなり、結果的
に痛み止めの実施入力が行われる」などの関連性に着
目する方法があると考えられた。この例では、「ナース
コール」と「痛み止めの実施入力」はいずれも医療情
報システムからの抽出が可能であり、KPI への転換が
可能な情報項目であると考えられた。(Seto R. 
Studies in Health Technology and Informatics 
2018; 250; 268) 
他方では、看護・介護の質指標として看護師や介護
職員が行った行為を検出し、プロセス指標として定義
することも必要であると考えられた。 
 この点では、地域包括ケア病棟が地域移行支援を目的としているという特徴に着目し、転院時
に引き継がれる情報を KPI として抽出可能か検討した。その結果「トイレ」「歩行」などの援助
をプロセス指標として活用する方法が示唆されたが（Seto R. Studies in Health Technology 
and Informatics 2019; 264: 1771-1772）、これには「トイレ」であれば尿器やポータルブルト
イレ、「歩行」であれば歩行器や杖などを IoT デバイスとして認証できる仕組みが必要である。
既存の経過記録を抽出する形でのデータ化には、厚生労働省標準規格である「看護実践用語標準
マスター」の普及などが課題である。その意味では、介護に用いる機器を認証できる仕組みを構
築して、これらの機器からデータを吸い上げる方法がより簡便であるため、看護・介護の可視化
においてはこれらの機器開発が急務であることも明らかになった。 



 ただし、これらのデータを IoT デバイスを用いて取得するには、そのデータの取得について患
者本人から同意を取り切れない面もあり、情報倫理的な課題もあることがわかった。この倫理的
側面も、今後引き続き議論していきたいと考えている。(瀬戸. 生体医工学 2018; 56(Abst.): 
S156) 
これらの議論は日本医療情報学会看護部会病棟デバイス WG や、連携研究者の保坂が代表を務
める日本生体医工学会ユビキタス情報環境と医療システム研究会の場を用いて議論を深めると
ともに、研究成果のアウトリーチを行った。 
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